
本会は、2012年５月に結成され、同年９月12日にＮＰＯ法人の認証
を受けました。 
活動の視点を、笠岡の元気を創る“まちおこし”とし、特に、①島、
②農村、③商店街、④干拓の活性化支援を行い、同時に社会的弱者
の方々の“さいごの砦”“駆け込み寺”として、会員のみなさん方
と力を合わせて、生活相談を強めていきたいと思います。 

元気会 〒714-0085 笠岡市四番町3-20 ℡６３-０９１１ HP http://kasaoka-genkikai.com 

（「元気会」の事務所は、笠岡グランドホテル正面です 気軽にお立ち寄りください） 

笠岡の港町にある県営工業団地に、長い

間企業誘致が出来ませんでしたが、つい

に従業員２００人規模の食品製造会社ア

イサービス（尾道市）の進出決定です。 

２号バイパス工事が金光側からばかりで

なく、茂平側からも同時に進み始めたこ

とも、功を奏しましたかネ。元気の出る

ニュースです。 

従来のコースから、 

太陽の広場公園内の 

折り返しとなり、選 

手を何回も見ること 

ができます。 

元気会は、笠岡ランニングクラブで

出走です。 

笠岡の大正琴・琴瑛 

会から、また一つ大 

きな勲章が。全国コンクールで江本

愛夢ちゃんが、平成26年から四連覇。

11月23日には、文部科学大臣賞も受

賞。会主の髙月寿代さんは、大喜び

で嬉し涙も。 

ＮＰＯ法人として認証さ

れた、2012年から５年。

駆け込み相談が2300件余

り。集え～る・ひまわり

や本年６月に設立の就労

支援〝さとみ〟など多く

のみなさんに支え続けら

れてきました。感謝、感

謝です。 

写真：中国新聞 

一年間通じて、お世話

になったゲートボール

協会の人に元気会が主

催して開催します。 



全国の有望な中・高校生が、シーガ

ルズにバレーボールを教えてもらう

全国合宿です。総合体育館でありま 

す。元気会は、泊や食事で裏方応援。 

          正月朝６時、 

          番町の運動公 

          園出発。寄島 

          青佐公園まで、

まだ暗い内に美の浜を走り抜け、大

島の正頭海岸へ。寄島の青佐に７時

頃到着。日の出は７時10分頃。 

素晴らしい一年のはじまりです。 

広島県東城のリンゴ園に、金浦のみ

なさんとワイワイ・ガヤガヤの楽し

い一日。リンゴ食べ放題といっても、

一個半で満腹でした。 

笠岡の花火大会に次ぐ人出の多さに、

経済効果もあったでしょうネ。 

昭和45年11月15

日に、日本で最

初のタイ式仏舎

利塔（高さ24

ｍ）が、白石島

に建立。その大

祭ツアーに45名

が参加。帰路は、

北木・鳴本石材

〝  ラボ〟と、

瀬戸内遊覧と洒

落込んで、みん

な満足。 

       元気会のテントは、 

       城見老人会・寿会の 

       みなさんの、手づく 

       り小物が好評。就労 

       支援さとみも加わり、

多くの人に買っていただきました。 

着物をリメイクされるグループが、

干拓周辺をミニ見学。元気会がお手

伝い。道の駅、ワコー野菜工場、長

鋪邸、長迫バラ園などを見学。一日

でみなさん博識になられました。 

総社の豪渓、芳井

の天神、矢掛の鬼 

ヶ嶽などなど、毎

週、紅葉紅葉。 

でも、最後はやっ

ぱり、〝笠岡のイ

チョウ〟です。 

６月のオープンか

ら、利用者も今で

は15名に。 

最近は、干拓のニ

ンニク植え付け作

業など、屋外作業

も増え、みなさん、

楽しく、ゆっくり

と頑張っています。 
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